
第 2 5 3号 令和３年（ 2 0 2 1年） 7月

発行 公益財団法人屋久島環境文化財団 電話 0997-42-2911

日 時：令和３年８月27日（金）19時から20時30分まで
場 所：第１会場 屋久島環境文化村センター（宮之浦）

第２会場 オンライン（ZOOM）
定 員：各会場100名
申込方法：第１会場はお電話でのお申込み（下記のお問い合わせ先まで）

第２会場は財団ホームページでのお申込み（申込期間 8/1～8/25）
備 考：各会場100名を超える場合はキャンセル待ちとなります。

オンラインについては事前に接続テストを予定しています。
詳細はメールにてお知らせいたします。
受講証明書の必要な方はその旨申し込みの際にお申し出ください。
なお、コロナウイルスの感染状況により中止する場合がございます。

お問い合わせ先：村センター事業課 ４２－２９００

集落に伝わる歴史や文化に触れてみません
か？安房集落の見どころを地元の方々がご案内

します。

〇日 程：令和３年８月22日（日）

〇時 間：9:30～11:30

〇集合場所：安房公民館

〇募集定員：15名（高校生以上）

〇参 加 費：無料

〇申込方法：

郵送・FAX・メールまたは電話により７月31日

までに事業課までお申し込みください。

〇申 込 先：村センター 担当：佐々

〒891-4205  屋久島町宮之浦823-1

TEL：0997-42-2900  FAX：0997-49-1018

E-mail:zaidan11@yakushima.or.jp

〇備 考：詳細は申込後、ご連絡します。

村センターでは、屋久島の身近で見られる昆

虫や貝殻の展示を行っています。

子供だけでなく、大人も楽しめるような展示

になっていますので、この機会にぜひ村セン

ターへお越しください。

〇期 間：８月31日まで（休館日を除く）

〇場 所：村センター交流ホール

〇入場料：無料

〈昆虫担当：渡邉 貝担当：中村〉

魚たちのさまざまな暮らしとその不思議
～屋久島町口永良部島におけるこの10年の研究から～

講師：坂井 陽一（広島大学教授）



【７月の休館日】

〇村センター 7/5（月）・7/12（月）・7/19（月）※7月20日から8月末日まで休館日なし。

〇研修センター 7/5（月）・7/12（月）・7/19（月）※7月20日から8月末日まで休館日なし。

研修課 岩川 陽祐〇神山小学校宿泊研修（6/23～24）

神山小学校の先生と生徒合わせて17名の方々を

研修センターに迎え、宿泊研修を実施しました。

コロナウイルス感染拡大防止対策として、当初の

予定より日程を短くしての実施となりましたが、

天候に恵まれ、プログラムどおりの研修を行うこ

とができました。１日目に、植物拓本、7000年の

森を使ったウォークラリーや野外炊飯を体験して

もらい、２日目には、木工クラフトやヤクスギラ

ンドで研修を行いました。屋久島に住んでいても

普段なかなかできない体験をできたと生徒や先生

方からも喜びの声があがっていました。

インストラクター：渡邉 卓実

私は屋久島で生まれ中学校まで

過ごし、高校、専門学校と計５年

間を島外で過ごした後、屋久島に

帰ってきました。屋久島に帰って

きてから、まず感じたことは、島

外で生活しているときには味わうことが出来な

かった集落の人々の繋がりや温かさと、それらが

もたらす集落の居心地の良さです。

屋久島に限らず、昨今の日本は、地方から都市

部へ人口が流出し、過疎化が加速する一方です。

しかし、人口が少ない地方だからこそ出来る密な

人間関係こそが地方の魅力だと個人的に思ってい

ます。現在も集落行事に集落の一員として参加さ

せてもらっていますが、今後も積極的に参加し、

先人たちが紡いできた伝統と人と人との繋がりを

守っていく一助となるよう微力ながら努めていく

つもりです。今は新型コロナウイルス感染症によ

り３密を避けようなどと言われていますが、どう

か屋久島の集落における密な人間関係は、今後も

継続されていくことを願うばかりです。

私が子供の頃は、よく夜になると親と樹液につく昆虫を採集しに行きました。樹液にはカブ

トムシやカミキリムシ、ガやハチなど色々な昆虫を見ることができました。その中でも、カブ

トムシと同じ人気を誇っている昆虫、クワガタムシにとても興味がありました。

屋久島にもクワガタが暮らしており、島内で多く見られる種類に「コクワガタ」という子供

たちも良く捕まえるクワガタがいます。このコクワガタの正式名称は、「ヤクシマコクワガ

タ」と呼び本土のコクワガタの亜種になっています。本土のものに比べ、体が赤くなり、全体

的にほっそりとしているのが特徴です。

「ヤクシマ」の名が付いてますが、種子島と馬毛島に生息す

るコクワガタも「ヤクシマコクワガタ」と分類されています。

理由として、基準となったコクワガタが屋久島で採集されたこ

とがあげられます。種子島以外にも実は、屋久島に暮らす昆虫

と同じ種類が他の土地にも分布しています。調べてみると面白

い発見があるかもしれません。 写真 ヤクシマコクワガタ（体長4.5㎝）


